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辭
1

號
ニ
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す
。
®

年
觅
に

1
年
繼
績
す
る
こ
、

/
し
3>

ぅ
ど
せ
ば

3 1

:
資
金
は
一
僦
七
八
千
捣
に
逄
す
可

く

1|
1

1

ふ
 

る
に
資
金
融
通
の
爲
に
一
時
的
饺
却
を
試
る
も
の
あ

6

ど
せ
ば
其
金
额
は
觅

^

多
5

に
上

&
 

ざ
る
を
得
す
。單
に
米
價
調
節
の
爲
に
斯
る
巨
額
の
國
資
を
投
じ
一
國
財
政
の
基
礎
を
攪
飢
す 

る
の
果
し
て
布
利
な
る
や
否
や
旣

R

頗
る
疑
問
な
る
が
上
に
此
財
政
攪
亂
に

#

べ
る
經
_
上 

の
變
動
は
班
に
其

_

«

を
大
な
ら
し
む
る
も
の
ぁ
る
可
し
。少
な
く

 

w

も
我
國
現
今
の
如
き
財 

政
經
濟
の
事
情
の
下
に
於
て
は
實
行
し
得
可
き
所
凡
非
ざ
る
な
彡
：

(

未
完

)
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戰

後

の

經

濟

的

革

新

(
1
)

阿

部

秀

助

ニ

戰
雲
茫
漠
、今
日
を
以
て
翌

H
を
知
る
こ

V
J

雛
し
、況
ん
や
遠
き
將 

明
言
し
得
可
き
も
の
あ
ぅ
、日
く
、®
後
に
於
け

る

獨
逸
の
經
濟
生
活 

繰

&

返
す
こ
ビ
能
は
ざ
る
こ
ど
な

h
y 

^

す
、何
故
^
舊
時
の
狀
谵
を 

か
^

、復
活
す
る
こ

^
能
は
ず

^

せ，ば
、何
れ
の
方
而
に
與
活
路
を
求
む
可
き 

問
題
を
以
下
の
兩
方
面
即
ち
對
內
的
原
因
殊
に
非
經
濟
的
動
機
ょ

6
促
さ 

變

M

S
對
外
的
原
因
殊
に
販
路
の
變
遷
に
伴
ふ
經
濟
政
策
の
變

JE
ど

R
就 

試
^

んヾ

」

欲
す

。

二

第
十
餘

(

ニ七

〕

論
耽
戦
後
の
經
濟
的
苹
新

 

婼ー號 復が來 
活遂を 
すにや 

きるかる戰只 
て、論こ役た， 
聊經潜 ^ 前一' 
か濟は能の摩 
解政是は狀の 
決. 策等ざm 茲 
をののるをに



紙
十
怨

(

ニ
八〕

論
說
戦
後
の
經
浒
的
本
新

 

第

5

一一八

過
去

】
年
有
半
の
戰
時
的
生
活
は
獨
逸
國
段
を
し
て

‘
.幾
多
の

®

き
經
驗
を

.嘗
め
し
め

f

,

 

而
-し
て
是
等
の

：
經
驗
中
、殊
に
大
な
る
不
安
ど
著
し
き
動
搖
ビ
を
同
國
の
民
心
に
與
へ
た
る
も 

の
は

1ブ
ふ
泡
も
な
く
獨
逸
其
者
が
中
間
地
位

(Mittelslage)

^
し
て
有
す
る
危
險

ft
ビ
、
11
t

に 

於
て
同
國
の
農

.業
が

1
般
食
料
品
を
給
付
す
る
能
力
に
於
て
薄
弱
な
$
し

こ
^

な

6

ビ
す
、今
、
 

f

漭

R
就
き
て
は

®

ら
く

'論

^

中
ビ
す
る
も
、後
潘
に
就
き
て
之
れ
を
菇
る
時
は
、千

f

&
十
四 

年
八

H

四
日
を
以
て
公
布
せ
ら
れ
し
最
高
價
格
に
關
す
る
法
令
の
如
き
、或
は
同
年
同
月
同

H

を
似
て
實
施
せ
ら
れ
し
食
料
品
に
關
す
る
輸
入
制
限
撤
廢
令
の
如
ミ
明
か
に
以
上
の
弱
點
を 

，
露
せ
る
も
の
な

.

O
S

マ

J

す
_

>

討 

slntenis、
Finanz imd w

-a-schaftspolitische piegsgesetze, 1914, s,136I148.

而
し
て

«

弱
點
は
單
に
法
令
上
に
於
て
設
明
せ
ら
る
、
の

‘み
に

6
&
ず
し
て
、實
際
上
の
狀

i
 

R
於
て
も
同
國
が
戰
役
前
、自
國
民
の
營
養
を
保
持
す
る
爲
め
外
國
方
面
ょ
ぅ
輸
入
せ
し
食
料 

ff
i

の
量
は
先
づ
榖
物

『

视
麥
、
fn
]

麥
粉
、小
麥
、同
麥
粉
、ス
ぺ
ル
ツ
、大

1「

グ
ラ
ウ
ペ
ン
芨

「

ダ
リ
ユ
ヌ

」

を 

含
む

)

燕
麥
、等

』

豆
類
、及
馬
鈴
籍
に

^
り
て
は
全
消
費
高

 

>の

】
七
パ
ー
セ
ン
ト

」

一
0

^

f

f

菜
類
は

 ̂

ノ
ー
セ
シ
ト

3

三
果

物
類
。(

乾
朵
を
加
ふ

)

は
一
一
四
一
，
パ

ー

セ

ン

ト
&

5

 

Kし

て
^

れ

を

生
W
學

■—\
的
に
者
察
す
る
時
は
獨
逸
全
國
，に
て
消
費
せ

&
:る

、r

カ
ロ
ジ

」

徳
量
の

】
九「
パ
！
セ
ン
ト

』

六
四

即
ち
诳
白
質
：に
あ
り
て
は
需
要

.額
の
ニ
七

r

パ
ー
セ
ン 

トj

五
、含
水
炭
素
に

3>
:&
て

は

八「

パ

，

セ

ン

ト

」

一
一2L
R 

け
る
獨
逸
農
業
の
給
付
能
力
は
同
國
々
民
需
要
額
の 

你
ほ
其
以
外
に
家
寄
の
飼
料
ビ
し
て
輸
入
せ
ら
れ
し 

朝
有
事
の
場
合
に
際
し

T
、li
l

家
の
獨
立
的
地
位
を
確 

R

足
る
可
し
、想
ふ
に
戦
役
前
に
於
け
る
獨
逸
の
經
濟 

し
隸
屬
的
地
位
に
わ
ぅ
し
も
の
に
し
て
、即
ち
其
第

| 

洛
部
問
題
當
時
の
失
敗
に
鑑
み
て
即
啤
返
濟
せ
し
結 

^

し
ビ

雖
、然
か
も
食
料
品
問
題
に
至
ぅ
て
は
依
然
ビ 

た
る
を
以
て
、戰
後
の
獨
逸
が
第

〗

に
解
決
せ
ん
^
す 

何
に
せ
ば
戰
後
の
獅
逸
は
自
國
民
の
食
料
品
に
對
す 

何

:^
せ
ば

1

朝
有
事
の
際
に
於
て
安
全
に
自
己
の
食 

信
ず
、而
し

.て
之
れ
が
解
欢
策
ダ
し
て
_
者
の
諭
せ
る

奶

十

怨

(

ニ

九

)

鼢

眺

戦

後

の

經

濟

的

苹

新

上
五
、脂
肪
に
.あ
ぅ
て
は
四
二

r

パ
ー
セ
ン 

達
せ
り
、之
れ
を
被
す
る
に
戰
役
碑
に
於 

五
分
ノ
四
を
出
で
ざ
.̂
し
も
の
に
し
て
、
 

も
の
少
か
ら
ず
、以
て
同
國
の
農
業
が

_1 

保
す
る
に
充
分
な
ら
ざ
る
こ
ど
を
知
る 

生
，活
は
二
価
の
方
面
に
於
て
外
國
に
對 

は
資
本
的
方
而
に
し
て
、只
だ
此
點
は
麻 

果
、何
等
梁
を
今
回
の
戰
役
に
及
ぼ
さ
い 

し
て
獨
逸
其
盏
に
ビ

$

て、不
安
の
要
素 

る
點
は

、
®
ら
く
此
問
題
に
し
て
即
ち
如 

る
自
給
力
を
發
達
せ
し
め
得
べ

&

か
、
^
 

料
品
を
來
め
得
可
き
か
の
點
に
あ

&
 

S 

も
の
に
は
.、自
か
ら
消
極

g

«
極
的
雨
方 

镇

1

號

一

九
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號

H
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®

?>
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、即
ち
消
極
的
方
而
の
主
な
る
方
法
は
食
料
品
政
策
の
合
理
化
に
ぁ

6
x
1ベ二ルタバタへ 

少
1

の
*

'-
®

に
於
け
る
調
奪
を
見
る
に
、獨
逸
全
國
民
の
一
年
間
に
於
け
る
之
れ

が

®
要
額
は 

充
分
に
見
つ
も

0

た
る
場
合
に

®
白
質
に
ぁ
り
て
は
、西
六
十
萬
五
千
噸
こ

.
噸
は
千

「

キ
ロ
ダ
ラ 

ム
j

i
録
ど
し
て
は
五
十
六
离
七
千
五
西
億

「

カ
ロ
リ

」

な
る
に
、從
來
、實
際
的
に
消
費
せ

&

れ
し

® 

は
®

白
質
に
ぁ
ぅ
て

,«
一一 

西
ー
ニ
十
离
七
千
喫

^

量
に
於
て
は
九
十
萬
四
千
，ニ
百
億

「

カ
ロ

リ』

た 

り
し
を
以
て
、差
引
、

®
白
質
に
於
て
七
十
；
一一千噸、熱
量
に
於
て
三
十
三
离
六

.千
七
西
億

「

カ
ロ 

リ

邊

P

國
々
民
力
彼
等
の
生

^

を
保
持
す
る
上
に
於
て
必

^

し
も
必
耍

:̂
せ
ざ
る
も
の
な

.

C\ 

ぐ
し

す
、換
言
す
れ
ば
蛋
白
質
^
於
て
必
須
的
需
要
額
の
四
六

「

パ
ー
セ
ン
ト

」

、同
じ
く
熱
量
に
於
て 

五
七

i

パ
ー
セ
ン
ト

」

を
低
減
し
得
る
も
の
な
ぅ
ど
云
ふ
に

6

ぅ
、然
か
も
吾
人
の
趣
味
性
が
寺

 ̂

し
て
學
理
を
超
越
す
る
こ
ミ
は
、獅
逸
に
於
て
裸
麥
ょ

6

營
養
價
値
少
き
小
麥
の
需
要
額
が
年 

々
增
加
す
る
に
至
り
し
を
以
て
も
知
る
を
得
可
し
、故
に
學
理

】

式
の
食
料
品
政
策
は
實
驗
蜜 

以
外
に
於
て
は
比
較
的
其
實
行
困
雛
な
る
可
し
ど
信
ず
。

1
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r
o
f
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y
o
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d
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n
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第
二
、續
極
的
方
面
に
就
き
て
は
、

0

か
ら
對
內
的
政

.策
る
對
外
的
政
策

^

に
分
れ
る
、先
づ
對 

内
的
政
策
ビ
し
て
は
、第

 

一
R
國
內
に
於
け
る
穀
物
栽
培
面
積
を
出
來
る
丈
け
僧
加
せ
し
む
る 

rc
あ
办
、而
し
て
荒

*

地
及
沼
地
の
開
拓
は
旣
に
戦
役
前
、各
聯
邦
殊

R
普

魯

西

、

『

メ

ク

レ

ン

.
ブ

ル 

ダjT

ォ
ル

デ
ン
ブ

ル
グ
奪

に
於
て

國
庳
補
助
の
下
に
實
行
せ
ら
れ
し
結
果
、

»

逸
全
國
を
通
じ
て
、
 

之
れ
が
而
橫
の
增
加
は
千
八
西
八
十

2£
年
ょ

^s

千
九
百
十
三
年
の
間
に
於
て
約
七
十
萬

「
へ
ク 

タ
ー

」

即
ち
年
々
約
八
百
萬
噸
の
增
收
獲
を
得
る
に
至
れ

り
。
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"
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R
、今
向
の
戰
役
は
恰
も
奈
翁
戰
爭
時
代
に
於
け
る
英
國
の
如
く
ブ
は
國
內
に
於
け
る
毂 

物
價
袼
の
騰
貴
ど
他
は
國
家
興
潘
の
獎
勵

'の
爲
め

(

現
に
つ
サ
ク
セ
ン

」

の
如
.き
は
極
め
て
低
廉
な 

る
地
代
を
以

て

.國

有

地

開

拓

を

企

て

し
め
れ

1

其
面
樹
た
る
增
加
す
る
に
至

6

し
や
明
か
な 

\

但
、是
等
の
努
力
に
ょ
办
て
同
國
に
於
け
る
毂
物
の
收

«-
高
が

.ニ
倍
す
る
に
通
る
可
し

Ur

レ

は 

菩
人
の
信
ず
る
こ

^
能
は
ざ
る
處
な
：办
、況
ん
や
同
國
の
地
味
は
將
來
の
獨
逸
に
ど

6

て
歡
迎 

甘
ち
る
、
小
麥
の
栽
培
に
不
迺
當
な
る

V」

共

に、
其
地
代
は
自
餘
の
穀
物
產
地
に
比
し
て
著
し 

く
高
®
な
る
に
於
て
を

や
、

^

ぎ
に
對
内
政
策
の
第
ニ
は
エ
業
に
於
け
义
が
如
く
、機
械
カ
を
農

婼

十

怨

(

三

一

)

論

說

戦

後

.の
經
濟
的
革
新

 

双
i

三
一 

,



锫
十
怨

(

H
ニ)

腧

說

戦

後

の

經

濟

的

革

新

 

第
一
^

三
二

業
上
に
利
用
し
て
之
れ
が
生
產
額
を
增
加
せ
し
め
ん
ヰ
す
る
に
あ
ぅ
、而
し
て
機
械
殊

R 

的
機
械
の
利
用
は
旣
に
戰
役
前
吾
人
が
同
國
の
農
業
上
に
於
て
見
し
處
に
し
て
、例
漭

r

マ
 

J

ムJ

の「

ラ
レ
ッ

f
e會
製
造
の

”ケ
ス
チ
ユ
ギ

」

ボ
農
具
の
如
き
或
は
之
れ
に
類
似
し
た
る

「

フ
 

マ
ィ
エ
ン
ブ
火
ダ

」

式
M

具
、或
は

「

シ
ー
メ
ン
ス
：シ
ユ
ツ
ケ
ル
ト

」

^

の
如
き
_
主
な
る
も
の

兹
、戰
役
前
、间
國
の
農
業
に
從
事
せ
し
勞
働
遨
は
工
業
上
の
勞
働
者
の
數
千
八
莨
六
十
七 

千

"0
四
十

一

人
に

.對
し
て
九
西
六
十
三
莴
七
千
九
百
ニ
十
九
人
な

$

し
が

(

千
九
西
七
年 

A
rll
.の
戦
役
は
自
か
ら
是
等
の
數
を
減
せ
し
む
る
に
至
り
、斯
く
て
勞
働
潘
階
級
の
減
少 

後
經
營
事
業
の
過
多
ど
は
自
か
ら
同
國
を
し
て
勞
カ

.の
拂
底
を
感
せ
し
，む
る
に
至
る
可
し
、

® 

し
て
斯
く
の
如
き
勞
カ
の
挪
底
が
勞
銀
の
增
加
を
呼
起
す
場
合
に
於
て
.

(

旣
に
戦
役
前
に
紐
織 

せ
ら

れ「

»

逸
地
方
勞
働
潘
組
合

」

の
如
き
千
九
百
十
二
年
に
は
其
會
員

〕

萬
八
千
西
五
十
七
人 

ど
な
ぅ
、又

、
2
ッ
セ
ン

」

を

M
據

y
j

し

て
{■フ

ラ

ン
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レ
ン
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ょ
り
て
偕
導
を
ら
る

>
，
逸 

の
林
業
農
槳
及
術
荀
栽
培
等
に

.從
事
せ
る
勞
働

*

の
中
央
組

^ -
.

の
如
き
普

.ね
く
支
部
を
#
地 

it
設

け

、
以

上

、雨

稲®
組
合
は
共
に
、勞
鈒
の
僧
加
を
以
て
主
な
る
要
求
ビ
せ
し
も
の
な

&

ビ
す

)

地
方
に
於

•け
る
農
業
經
營
潸
は
此
高
價
な
る
勞
力
の
-
部
に
代
ゆ
る
に
機
械
力
を
以
て
せ
ん
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す
る
も
の
あ

る

可
し

40
、獨
逸
の
農

■業
上
に
於
げ
る
機
械
、.力
の
應
用
が
米
國
の
場
合
ビ
同
じ 

き
效
果
を
奏
す
可
き
か
は
吾
人
の
疑
問
ど
す
る
處
な

$

w
ん
ど
な
れ
ば
、米

.國
に
'於
け
る
大
農 

.4
義
的
發
達
ど
與
な
ぅ
て
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逸
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ぅ
て
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穀
類
馬
鈴
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七
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セ
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菜
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達
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ふ
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工
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中
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し
て
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械
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値
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大
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ら
し
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し
て
、農
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各
地
に
散
在
し
て
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れ
が
利
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不
可
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な
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し
む
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共
に
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わ
り
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工
業
ど
異

A

て
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期
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期
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1
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之
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に
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收
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を
求
む
る
程
度
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せ
し
む
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に
至
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可
し
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に
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生
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多
く
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上
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む
る
こ

:̂ 

は
吾
人
の
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ず
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丈
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夂
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れ
に
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り
て
其
收
獲
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僧
加
せ
し
め
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す
る
に
办
る
も
、之
れ
亦
た
令
日
^
わ
ぅ
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你
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實
驗
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之
れ
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耍
す
る
に
、以
上
、吾
人
が
列
擧
せ
し
對
內
政
策
の
三
方
法
は
树
れ
も
戰
後
に
於
け
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»

逸
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の
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給
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於
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效
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而
し
て
獨
逸
の
將
來
に
せ

i

て
最
も
必
要
な

.る

小
麥
に
於
て
之
れ
が
世
界
的
供
給
地
ど
し 

て、以
上
の
表
中
に
現
は
れ
し
も
の
は
露
西
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、北
米
合
衆
國
、

『

ァ
，
ジ
ュ
ン
チ
ン

/

加
祭
太

T

ル
ー
マ 

ユァ
/
濠
洲
、双
印
度
に
し
て
、今
、

®

逸
が
一
朝
有
事
の
際
、是
等
の
地
方
の
何
れ
を
以
て
自
國
段
の 

焚
料
品
に

®

す
る
供
給
地
れ
ら
し
め

.得
可
き
か
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ふ
に
、
»

奈
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、潔

.洲
、印
度
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地
れ
る
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方
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す
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又
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近
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か
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給
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極
め
て
佳

^

な
る
こ

^
な

A

即
ち
獨
逸
產
小
麥

R

於
け
る

「

，フ
ロ
タ
ィ
ン

x
t-
l
有
量
が 

平
均

1
.
1

K

パ
ー
セ
ン
ト

」
に
達
せ
ざ
る
に
對
し
て
匈
牙
利
產
は
如
何
な
る
劣
種
の
物

V」

雖
、
| 
一
 | 

r

パ
ー
セ
ン
ト

j

四
分
ノ
，三
以
上
を
有
し
、殊
に
同
國
に
於
げ
る

「

メ
ツ
ォ
エ
ギ
エ
ス

」

產
は
 

一
^

「

パ
ト 

セ
ン

1
J
T

タ
ィ
ス

」

流
域
地
方
の
産

.は
1

七「

パ
一
ヤ
ン
ト
矻
達
せ

$
。次
ぎ

.に
第
ニ
の
理
由
^
す 

る
處
は

.、若
、經
營

a

し
き
を
得
る
に
於
て
は
增
收
の
見
込
充
分
な
る
こ

V
J

な

6

ど
す
、即
ち
、現
時 

何
牙
利
に
於
け
る
小
麥
の
年
產
额
は
平
均
四
千
五
西
萬
ヌ
ー
タ
ー
ツ

k

ン
ト
ネ
ル

」

に
し
て
各 

ぼ
獨
逸
の
產
额
ど
相
同
じ
、但
、後
渚
が
集
約
的

_

營
の
結

*

ミ
し
て
ニ
平
方
枰
の
栽
培

®

樹

R 

^

陲
は
ニ

-0
|
ニ「

キ
ロ
グ
ラ
ム

」

の
加
里

.を
消
費
し
、

«

國
は
八
十

「

キ
口
グ
ラ
ム

j

北
米
合
衆
國
は

74 

四

十〗
「

キ

ロ

グ

ラ

ム

」

を

消

费

せ

る

に

對

し

て

、

»

逸
は
實
に
千
ニ
百
四

「

キ
ロ
ダ
ラ
ム

」

を
消
费
せ 

ぅ)
r
「

へ
ク
タ
ー

」

に
十
九

「

メ
ー
タ
ー
ッ
ノ
ン
ト
ネ
ル

」

半
の
收
獲
高
を

#

る

R
:對
じ
て
前
潸
は 

十
二

「

メ 

I ノノ 

I
ッ
ェ
ン
ト
ネ
ル

」

四
分
ノ
一

 

に
過
ぎ
ず
、然
か
も
甸
牙
利
其
考
の
地
味
が
尙
ほ
多 

ぐ
を
生
靡
し
能
ふ
こ
ど
は
、最
近

r 
メ
ツ
ォ
ェ
ギ
工
ヌ

」

に
於
け
る
模
雜
經
營
，事
業
が
平
均
ニ

「

へ
ク

タ
1
Jに
就
き
て
ニ

十
二

I「

メ
ー
タ
ー
ッ
ュ
ン
ト
ネ

ル」

の
收

獲
を

.齋

、
b
せ
し

を

以
て
知
る
を

得 

可
し
、故
に
其
經
營

R
し
て
宜
し
き
を
得
ん
か
、從
來
の
產
額
た
る
四
千
五
西
萬

「
メ 

！
タ

I

ッ
‘ 

シ
ト
ネ
ル

」

は
九

千
萬

r

メ
ー
タ
ー
.ッ

>
r

ン
ト
ネ

ご
即
ち
現
時
收
權

の
約

11

倍
に
增
加
す
る
を
得 

可
し
其
結

3

太

利
及

匈
牙
利

S

S

は
勿
論

f

獨
逸
の
不
足
額
を
も
補
？

る
に
足 

る
可
し
、次
鑑
第
一
ー
1

2
由

,
>す
る
處
は
？

利

£

ほ

一

箇

S

業
國

t

て
農
産
物
に 

ょ
ぅ
て
自
活
す
る
こ
ど
な

$

す
、試
み
に
同
國
に
於
け
る
工
業
發
達
の
普
を
爾
余
の
諸
國 

ど
比
較
す
る
に
英
國
は
百
人
に
就
き
て
エ
業
に
從
事
せ
る
も
の
四
五

/\
、獨感
逸
は
三
七

.五
、佛
國 

は
三
：五

.五
、燠
國
は
ニ

1
5
1
1
、匈
牙
利
は

r

三
.四r

セ

ル
ベ
ァ

」

は 

一
ニ

.四
;-
1

マ
ニ
ァ

」

は

】

〇『

ブ

,

/
 

y

^

/

.

f

七(

註)

な
ぅ
ど
す
斯
く
の
如
く
匈
牙
利
が

「

パ
ル
力
ど
の
小
國
^
略
ぼ
伯
伸
の
間
に
ぁ 

る
こ
ど
は

一
g

獅
逸
の
如
き

H

業
的
發
展
を
な
す
も
の

S

は
彼
等
の
取
引
上
に
於
て
經
濟
的 

調
和
を
求
む
る
に
好
都
合
な
み
答
、次
ぎ
に
第
四
の
理
由
ミ
す
る
處
は
面
積
の
大
な
る
點
な 

i

ち

K

2

面

S

十

S

S

&

.

Sし
て

S

利
匈
牙
利
は
？

i

?

平
方
チ 

i

達

之

れ

を

前

者

-
^
比

す

れ

ば

約

ニ

五

「

パ
ー
セ

ン
ト

」

大
な

る
も
の
な

$

ど
す
、次
ぎ
に
第
五 

c 

H

て
は
塊
勾
兩
國
に
於
け
：る
勞
力
の
豐
富
な
る
こ

ビ

な

i

ど
す
、今
ノ
f
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說
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苹

新
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站

十

您
(

四
0

)

論

肩

戦
後
の
棚
辦
的
苹
新

. 

消」

號

珂

. 0

七

4

P
蜜
の
獨
逸
勞
働
：者
の
數
九
亩
六
十
莴
に
對
し
て
千
九

W

年
の
調

^

^
ょ
る
塊

*

利
匈 

牙
利
の
農
業
勞
働

*

の
數
は
合
し
て
千

.四
苗

H
十
萬

(

燠
.太
利
八

©

ニ
十
萬
、匈
牙
利
六
百
十
莴

) 

に
達
し
獨
逸
ょ
り
多
き
こ
ビ
五
〇

「

パ
I

セ
ン
ト

」

以
上
な

♦

ど
S

 

<
の
in
く
勞
力
に
於
て
関 

#

な
り
こ
し

<£
は
、
®

去
の
匈
牙
利
を
し
て
出

.稼
人
を
以

.て
重
翦
な
る
輸
出
物
た
&
し
む
る
に 

至
れ
ぅ
第
六
の
理

*

ど
し
て
は
匈
牙
利
が
全
然
獨
逸
民
族
に
無
關
係
の

«]
に
?>
ら
ざ
る
こ
ギ 

な
ぅ

^
す
、即
ち
、現
時
。匈
牙
利
の
人
口
は
ニ
千
一
百
萬
に
し
て
、其
中
千
萬
は
匈
牙
別
人
に
し
て 

ニ 

^
1茂
は

»'
逸
系
統
な

§

$

す
斯
く
の
如
き
は
又
れ
獨
逸
ど
匈
牙
利

^

の
•調
和
：を
な
さ
し
む 

る
上
に
於
て
之
れ
が
楔
子
の
用
を
な
す
も
の
な

A

ヾ

」

信
ず
、以
上
述
ぶ
る
が
如
く
句
牙
利
の
将 

來
は
農
業
國
ビ
し
て
有
槊
な
る
に
不
拘
何
ほ
今
日
に
於
て
獨
逸
の
如
く
集
約
的
經
營
の
緖
に 

就
く
能
は

ざ

る

所
以
收
、ま
ど
し
.て
國
內
に
於
け
る
資
金
の
缺
乏
に
わ

み

に
同
國
に
於
け 

る
1
.值
增
加
の
狀
摅
を
見
る
に
千
八
西
六
十
七
年
ょ
ぅ
千
九
西
十
年
の
間
に
於
て
五
十
億

「

ク
 

ロ
ー
ネ

/
千
九

15
十
年

ょ

P
今
，同
の
大
戰
役
開
始
迄
ニ
十
億

「
ク
ロ
ー
ネ

ai
R

戰
役
の
進
亍
に
つ 

れ
て
以
上
の
额
は
箸
し
く
僧
加
す
る
に
至

6
•
し
な
る
可
し
、旣

R
戰
役
前
勾
牙
利
に
於
け
る
稅 

率
は
歐
か
諸
國
中
殆
ん
と
他
に
類
例
を
見
ざ
る
程
、高
率
に
失
せ

t

も
の
に
し
て
、同
國
の
首

^

「

フ
タ
ヘ
ス
ト

」

の
物
價
其
他
仞
宅
米
等
か
歐
洲

^
於
け
る
自
余
の
大
都
會

R

比
し
て
著
し
く
高 

き
も
、之
れ
が

1

部
の
原
因
は
實
に
同
國
が
巨
額
の
債
務
を
有
す
る
の
點
に
あ

6

€
す
、故

R
今 

日
の
匈
牙
利
を
し
て
自
繩
自
縛
の
地
位
ょ
々
脫
せ
し
む
る
爲
め

R

«
、ff
l

來
得

る

た

け

之

れ

に
 

資
金
の
融
通
を
與
へ
ざ
る
可
か

I

、而
し
て
之
れ
に

f

ジ
て
革
新
せ
倉
べ
き
方
而
凡
そ
三 

つ
あ

6

其

S

】

は
爲
替
相
場
の
低
落
を
防
止
す
る

S
共
に
、侧
ら

「

マ
ル
ク
苯
位
ど
の
連
絡
を
保 

た
し
む
る
こ

$
、第
一
一
は
國
內
に
於
け
る
信
用
制
度
の
.基
礎
を
繁
固
な
ら
し
む
る

こ

ビ

な
 

す
、蓋
、句
牙
利
の
經
濟
界
を
支
配
せ

る

金
融
機
關
は

.只
だ

「

ブ
ダ
ぺ
ス
ト

」

に
於
け
る
ニ
個
の
龈
行
を 

除
き
て
他
は
多
く
外
國
殊

R
維
也
納
を
稂
據
ビ
す
る
も
の
に
し
て
、兩
國
其
利
害
を
異

R
す
る 

結
に
是
等
の
銀
行
に
，於
て
其

»

靈
を
引
き
し
む
る
や
興
影
響
《

«

ち
に
匈
牙
利

0
經
濟 

界
に
及
び
乱
調
子
の
狀

f

陷
る
に
至
ぅ
し
こ

5
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ら
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一一|

は
國
內
忙
於
け
る
產
業 

獎
即
ち

(

r
農
業
上
杞
於
け
る
生
產
额
を
增
加
せ
し
む
る
設
備
、換
言
す
れ
ば

集

約

的

農

業

經 

饌

] £
夏
產
物
に
ょ

.つ
て
求
め
ら
る
、
製
造
等
即
ち
製
，粉
業

、
®
糈

業

、
»

糖
業
、
^
酒
醸
造
業
#
の 

獎
膨

(

三)

國
內
に
於
け
る
富
源
の
關
發
例
者
千
九
西
九
咩
に
突
然
爆
發
せ
し
天
然
瓦
斯
の
如
き 

は
之
れ
.が
好
適
例

^

し

て、殊
に

「

キ

I

ル
マ
、

ス」

の
%

斯
衆
は

0
3に
莨
七
十
萬
立
方

「
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?

ト
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> 量
を

ft
算
す
る
時
は
當
に
ニ
萵

_
 

の
?1
,灰
&

ょ
\̂て
生
ず
る
も
の
ど
其
效
カ
を
同
ふ
す

、
®
し
て
之
れ
を
首
府

「

ブ
ク

ペ

メ

ト」

R

«
 

入
せ
し
む
る
時
は
一
立
方

「

メ
ー
ト
ご
を
ニ

 
•
四「

へ
ラ
ー

」

R

て
點
火
用
に
供
す
る
を
得
可
く
、之
れ 

を
從
來
の

1

立
方

「
V

丨
ト
ル

」

の
價
格
七

「

へ
ラ
ー

」

に
比
す
れ
ば
非
常
に
低
廉
ど
云
は
ざ
る
を
得 

ず
之
れ
を
要
す
る
に
、獨
逸
に
し
て
匈
牙
利
を
以
て
自
國
の
食
料
品
に
對
す
る
安
全
な 

地
た
ら
し
む
る
爲
め
に
は
、

〗

面
、自
國
經
濟
的
發
達
^
衝
突
せ
ざ
る
範
圍

R
於
て
、之
れ 

が
膨

J}
r

を
肋
長
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、之
れ
を
助
長
せ
し
む
る
爲
め

R

i

か

卜 

產
を
放
下
す
る
こ

V
J

必
要
な

A

ど
す
、獨
逸

®

た
し
て
斯
く

.の
如
き
勇
氣

?>

ら
戰
後
に
於
て
決
せ
ら
る
可
き
間
題
な
力

「 (
未
完

)

.

訪 

s. 

pei
7,weutschland und 

TO.
 21'

る辑
やク 
否ロ
や I

る
供
給 

が
經
濟 

ネj

の
資 

は
、自
か

j

j

丨

.貸
借
對
照
表
に
於
け
る
資
產
評
價
の原
則

に

就

て

.

.

.

.

. 

.

. 

.
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.
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•

三

邊

金

蔵

.

. 

-

:
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/
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:

貨
借
對
照
表
に
於
け
る
資
產
評

fs
の
如
何
は
該
貨
借
對
照
表
の
價
値
の
全
體
を
定
む
る
も 

の
に
し
て
、資
產
の
評
價
其
當
を
失
せ
な
貸
借
對
照
表
の
如

&

は
殆
ん
ど

〗

.片
の
反
古
に
等
し 

V」

云
ふ
も
蓋
し
過
言

R

あ
ら
す
。然
れ
ば
實
際
に
貸
借
對
照
表
作
成
の
任
に
當
る
者
は
須
&
く 

思
を
此
處
に
致
し
て
不
當
な
る
價

‘額
.を
.計
.上
す
る
が
如
き
は
嚴

R

之
を
戒
愤
せ
ざ
る
ベ
い

&
 

ざ
る
な

.

C
N

然
力
れ
と
も
此
際
如
何
な

.る
評
價
を
以
て
不
當
な

6

ビ
な
し
、
*

何
な
る
評
©
を
以 

て
當
を
得
た
ぅ
ど
な
す
べ
き
や
、是
を
決
定
す
る
標
準
若
ぐ
，は
原
則
は
、從

' *
我

邦

」

部
の
識
潸 

間
に
議
論
あ
り

^

雖
も
、未
だ
必
し
も
歸

1

せ
ざ
る
が
故
に
、

®

實
に
於
て
は
未
だ
確
定
せ
ざ
る 

も
の
ど
言
ふ
可
し
。即
•ち實
際
に
於
け
る

.資
產

評

價
が
、時
に
一
時
の
都
合
主
管
流
れ
て

響
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